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リバーシビックマネージャー（ＲＣＭ）：住民のボランティア活動の一環として、河川管理の支援をしていただくことを目的に創設された制度です
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令和４年９月１０日(土)に相模川馬入水辺の楽校で「おさかな調べ」が開催されました。
「おさかな調べ」は伝統漁法である⽯倉漁と伝統土⽊⼯法である蛇カゴの⻑所を組み合わせて
造った「⽯倉カゴ」を水辺の楽校のワンド入り口に沈めておき、当日引き上げて中に入り込んだ水
生生物について調べたものです。中にはカワアナゴ、テングヨウジ、ハゼ、ミナミテナガエビなど
多数の生物が確認できました。講師の神奈川県内水面試験場の職員の方によると、近年相模川で南
方系の生物が確認されているとのことで、温暖化の影響をヒシヒシと感じさせられました。
「おさかな調べ」の後は、簡易水質調査の体験もしていただきました。調査項目は透視度

COD(パックテスト)で、直前まで「おさかな調べ」をしていた相模川の水、河川敷にある井⼾の水、
井⼾の水に醤油を１滴垂らした水の３種類を試しました。
結果は、参加者から「醤油マジヤバ！」という声が聞こえるほど、醤油水が圧倒的に汚れの指標
の一つであるCODの数値の高さを見せ、少しでも水質汚染について興味を持っていただけるきっか
けになったかと思います。

相模川馬入水辺の楽校

「おさかな調べ」に参加しました！



RCM事務局より

秋も本番となり、新型コロナウイルスも落ち着きを見せる中、中止になっていた河川でのイベントなども再開
されてきています。
河川がにぎやかになり、利用する方が増えると、ややもすると自分事を優先してトラブルが発生しかねません。
河川を利用する際は、お互いに譲り合って、他人に迷惑がかかるような行為は慎むようよろしくお願いします。

RCM事務局 志村・⽥中・⿊⽥

今回は、１件のご報告を頂きました！
令和４年９月RCM活動報告

第９回丸子の渡し祭り(川崎市多摩川で和むe体験)が

開催されました

RCMの皆様からいただいたご報告
は関係部署で共有しております。

河川環境の維持・向上のため
皆様からのご意見・ご報告
お待ちしております！

令和４年１０月２日(日)川崎市中原区丸子橋第一広場、大⽥区⽥園調布多摩川丸子橋緑地にて
「第９回丸子の渡し祭り」が４年ぶりに開催されました。
当日は「川崎市多摩川で和むe体験」や、多摩川丸子橋河川敷社会実験のイベントが行われ大変賑
わいました。 右
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